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天竜船明長基線レーザー伸縮計の特性とスロースリップの検知能力

Characteristics of the Tenryu-Funagira laser extensometer and its

detection ability of slow slips
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　Katsumata et al. (2010)は浜松市天竜区の船明トンネルに基線長400mのレーザー伸縮計を構築して、地殻

変動観測を行った。その結果、当レーザー伸縮計により短期的スロースリップを検知するとともに、スペクト

ル解析から長期的スロースリップをGNSSよりも早期に検知可能であることを明らかにした。しかしなが

ら、光源に用いたヨウ素安定化He-Neレーザーの発振管の寿命は比較的短く、数年に渡る連続観測には適さな

かった。光源を以前のヨウ素安定化レーザーからAraya et al. (2002)によるヨウ素安定化YAGレーザーに入れ

替えて、レーザー伸縮計を再構成し2018年3月から観測を始めた。変動速度の速い変動に対応するた

め、データ収録は以前の1kS/sから10kS/sと高速化した。　 

　これまでに得られた数ヶ月程度の伸縮データを以前のHe-Neレーザーを用いて得られたデータと比較し

た。長期トレンド・気圧応答・潮汐応答・ノイズスペクトルレベルなどについて比較を行った。以前のデータ

には10-7 strain/year程度のトレンドが認められたが、レーザー装置入れ替え後のデータにはそのようなトレン

ドは認められていない。以前にもトレンドは変化している様子が認められた。以前に観測されたトレンドは局

所的な原因による可能性がある。気圧応答・潮汐応答については、大きな変化は認められない。以前のデータ

からトレンドを除去したデータと、今回得られたデータのスペクトルレベルを比較したが、0.1秒から数ヶ月

程度の周期の変動レベルにおいて、ほぼ一致していると見られた。 

　Ide et al. (2007)は、スロー地震の地震モーメントはその継続時間に比例していることを示した。地震モーメ

ントと継続時間が比例しているということは、ひずみ変化のレートは規模によらずに一定と解釈される。ま

た、現在までのところ、超低周波地震（VLFE)と短期的スロースリップの間のイベントは知られていな

い。Katsumata et al.(2010)では、天竜船明レーザー伸縮計は、短期的スロースリップと同程度のひずみ

レートをもつ現象は1日で検知可能と見積もられている。もし継続時間１日程度のスロースリップが発生して

いるとすると、天竜船明レーザー伸縮計により検知可能とみられる。

 
レーザー伸縮計、ヨウ素安定化レーザー、スロースリップの観測

Laser extensometer, iodine-stabilized laser, slow-slip observation

 

SGD03-P03 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SGD03-P03 -


